
石炭火力の 100基休廃止への動きのニュース収集 

石炭火力１００基 

休廃止３０年度までに 



  

九州は５基稼働中 

３基休廃止 

高効率は２基 

・松浦２号 

・苓北２号 



  

コロナ後は 

グリーン・リカバリーへの動き 



  

みずほ銀行 ESG投資へ 

ESG とは、環境（Environment）、社会

（Social）、ガバナンス（Governance）

の頭文字を取ったものです。 

今日、企業の長期的な成長のために

は、ESGが示す 3つの観点が必要だとい

う考え方が世界的に広まってきていま

す。 

一方、ESGの観点が薄い企業は、大き

なリスクを抱えた企業であり、長期的

な成長ができない企業だということを

意味します。 

ESGの観点は、企業の株主である機関

投資家の間で急速に広がってきていま

す。 
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日本の既設の石炭火力発電設備は、96基、発電容量は 

4231 万 Kw（25％）に上ります。 
 


